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平成 29 年度コミュニティ助成事業募集のお知らせ

明るい地域づくりをサポートします！
　コミュニティ助成事業は、一般財団法人 自治総合センターが、
地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社
会の健全な発展と住民福祉の向上を図るために、宝くじの収入を
財源として助成を行うものです。
　今年も、平成 29 年度中にコミュニティ助成を希望される自治
会、連合自治会などを募集します。下記募集内容をご覧いただき、
不明な点などありましたら、お気軽にご相談ください。

＜募集事業＞
（１）一般コミュニティ助成事業　…　コミュニティ活動に必要な備品などの整備を助成します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  助成額：100 万円～ 250 万円
（２）コミュニティセンター助成事業　…　集会施設の建設、改修、備品整備を助成します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  助成額：事業費の 3/5（上限 1,500 万円）
＜応募締切＞　9 月 30 日（金）
＜問合せ先＞　役場企画政策課　担当　三好（電話　72-0332）

あなたに合った暮らし見つけます。
　日野町への移住定住を促進するため、空き家の利

活用や移住者の受け入れ態勢の強化などを図る、「日

野町移住定住コーディネーター」に、時任芽生さん（黒

坂）が採用されました。

◆日野町移住定住コーディネーターとは ?
【目的】
過疎・少子高齢化が進行し人口減少が著しい日野町で、
移住定住施策（ふるさと日野あゆプロジェクト）を推
進し、移住者および定住者を増加させ、活力あるまち
づくりに努めます。

【これからの主な活動内容】
●移住希望者の相談業務
●移住定住に関する広報業務
●移住者の受け入れ体制づくり
●空き家調査・確保・活用に関する業務　など

　「６月に日野町へやってきたばかりの、新米町民の時任です。
縁あって、9 月よりコーディネーターとしてお手伝いさせていた
だくことになりました。
　私は、これまでアメリカのニューヨークやサンフランシスコ、
サンディエゴなど人生の半分は外国で育ち、その後は、沖縄の
座間味島や富士山のふもと（山梨県）など、国内外含め10 カ所
以上の移住を繰り返してきました。もはや自分のルーツが分から
なくて悩んだ時期もありましたが、そこで出会った人や風景など、
かかわってきたものすべてが私の人生を豊かにしてくれました。
　今度はその経験を生かし、少しでもその人に合った暮らし（人
生）を提案できればうれしいです。住み始めてまだ 2 ケ月あま
りですが、豊かな自然と歴史に囲まれた心安らぐ土地です。日
野町への移住をお考えの人は、ぜひ私にご相談ください」

【問合せ先】役場企画政策課（電話 72-0332）
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家族で故郷に里帰り。子どもの
ころ親しんだ祭りを満喫

鳥取大学の学生らは地域のつながり
をアンケート調査

思わずほほ笑む黒坂小学校児童
による傘踊り

ヨーヨー釣りや当て
くじなどの屋台に
夢中の子どもたち

来場者全員で日野町音頭を踊り
会場の雰囲気は最高潮に

見る人を鮮やかな神話の
世界にいざなう


